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物理学補講B 
(Supplementary Physics Lessons B)

【概要】

　本補講では、前期授業｢基礎物理学Ａ｣の成績によって履修指名された方を対象に、｢基礎物理学Ｂ｣の講

義内容に関する基本的事項の説明や補足説明、質問への回答説明、教科書および配布プリントの演習問題

の解法説明を中心に授業を進めていきます。これらの方以外で、高校で物理を選択しなかった方や履修し

たけれども理解が不十分と認識している方なども履修して構いません。物理学は積み重ねの学問です。主

体的に取り組み、不明な点は後へ残さないようにしましょう。

【授業の一般目標】

　物理学はいろいろな演習問題を自分の力で解くことで理解が深まります。加えて、繰り返し学習するこ

とが大切です。本補講では、「基礎物理学Ｂ」の講義内容が十分理解できるようになることを目標としま

す。

【準備学習(予習・復習)】

　「基礎物理学Ｂ」の講義内容を充分に復習すると共に、教科書とプリントの演習問題をまずは自分で解

いてみるなどの準備をした上で授業に臨むこと。受講後は、ノートを読み返した上で予習で解けなかった

問題を自分の力で解いて復習すること。

【学習項目・学生の到達目標】
No 学習項目 担当教員 学生の到達目標

1 電荷と電流 有本 電荷の保存則やクーロンの法則を理解し、静電誘導や誘電分極の現象を知る。

2 電場と電位① 有本 電場のガウスの法則を理解する。電場と電位の関係を説明できるようになる。

3 電場と電位② 有本 キャパシターや起電力を理解する。オームの法則と電源や電流の仕事率を理解する。

4 電磁気学 有本 磁場とは何かを知り、電流の作る磁場を理解する。運動する荷電粒子や電流に働く磁

気力を理解する。

5 電磁気学、光と電磁波 有本 電磁誘導を理解する。光の屈折、回折、干渉、偏りなどの諸性質を知る。

6 光と電磁波，原子物理学 有本 電磁波の種類を知る。光の二重性、粒子の二重性、不確定性原理など量子論の初歩を

理解する。

7 原子物理学 有本 原子の定常状態と光スペクトルを理解する。レーザーの原理と応用を理解する。
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【オフィスアワーなど担当教員に対する質問等の方法】

オフィスアワー：火・水・木の17:00～18:30； 育心館３階の研究室まで来てください。但し、出張等で

オフィスアワーを持てないときもありますので、来室前にメールにて日時を知らせて下さい。Eメールア

ドレス：arimoto@mb.kyoto-phu.ac.jp


